
3 指 導上の留意点

1)開 発対象地は、
・
標高 600～ 90o材で、 ミ ズナラ、シラカパの天然林

2)高 地代、または、秀lJR上の制限のある土地には適応できない。

3)野 草植生の利用にともなう変化については、長期的調査が必要である。

4 関 連試験課題名

昭49～ 53. 出 地における落業広秦樹林帯の車地開発方式

5 参 考資料

岩手畜試 試 験成績概要害 52年 度

12 成 形 乾 車材料 と して の トウモ 回 コンの利 用

1 背 景と特徴

永年牧草を材料 とする乾燦成形施設の連転効率の向上のためには、秋季に収後できる材料作

物の組入れや、生の作物以外の冬期における汗lJRか必要であるが、ホャルクロソフ
・
としての ト

ウモロヨンの活用について、幾つかの知見を待たので、参考に供する。

2 技 術の内容

1)本 施設で利用しているフォーし/イジハーベスタは、いずれもユニット型シリンダ式のもの

であるから、刈取ユニットをロークアッフ
・
のものに変換することで トウモロヨンの収穫に向

けることができる。

2)可 旗に、時間等たりの トウモロヨシの収穫量は牧革に対して 1,2ん
12.0倍の能率と高 くな

るため、施設の長時的j筆転に通応しやすいっ

3)口 Tラ ・グ
iイ
型の成形桟では トウモロヨン(ホ ールクロッフ

・
)を良く成形できる。‐

4)未 熱期のトウモロヨンでは幾分成形1とが劣)、成形率72,2"比重0,586%で あるが、躯

あるいほ米′茂tの添加によって成すレ卒80.併均2.9・7o、比重0.698～0.7541僻 度に改善で

とる。              フ

5)樹 熱期以降の材料では充分に成)レ1生が良く、成形率96.7～98.7後、比重 1,010～1.065ウあ

であり、時期別の差が小さくなり、利用通期である。

6)成 形製品を牧草材料によるものと比較した場合、同一比重のものでは トウモロコンの製品

の方が幾分に、狼t面硬度が小さくなり、家畜の採食性が良いと思われる。

7)構 熱期以降の材料への数や米線の添加では、反対に比重が0.883～ 1.009ウ獅 程度まで低

下する。また荻の赤」用では製品中の社至白質含量の改善に幾分効果がみられる。

8)ど の時期の材料でも、子笑は元分に破砕されるむ

9)乾 煤効果は牧車の場合より低く、出回温度は牧車のととの 100～ 120度に対して、 ト ウモ

ロコンでは 130～ 145度に調節が必要である。

10)材 料含水率 70～ 75チ の場合、時間当たり消費燃料は牧革の 140～ 160夕に対してトウ

モロヨシでは 180～郷0〃、製品 100R,当たりでは牧草の20～ 23ど に対してトウモロヨ
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ンでは23～ 25夕 と多くなる。
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指導上の留意事項

1)プ ランジャー型成型機の適応性について末検討である。

2)乾 燥ドラム後部の材料吸引、搬送能力が充分でないと、子笑が ドラム内に残留する。

関連試験課題名

粗飼料乾燥成形施設の高度利用 (昭 51～ 55)               i

参考資料

岩手畜試 試 験成績枕要善 52年 度

16 齢 農 経 営にお け る成形 社 飼料 の利用

1 背 景と特徴

県内のヘイキューパーの操業は急速に進みつつある。しかしながら、操業度が低く、コスト

高となっている。調査結果か ら見ると、安定的操業をしたとしても50り 毎を必要
とする。近

年、諸物価の高騰を考え併せると、値上 少が考えられる。ここでは、どれだけの価格のとと、

どれだけ利用し、産字L量をどれだけにすればよいかの目安を明らかにしたので、参考に供す。

2 技 術の内容

1)成 形柚飼料の価格を現行の 5 0 PIン峰 でみると、乳価 100F/KPで 、産乳量水準 5。125w

(経産牛 1頭当り)で あれば、粗飼料のうち(必要養分量の 1/3は濃厚飼料 )1ん までは利

用できる。相飼料のうち、 %ま で利用量を増加させるとすれは 産乳量は経産牛1頭当り

5,400 KPを必要とする。

2)成 形粗飼料の価格が70「 ノや、 9 6 FyKPと 上昇した場合、 100 Fy物 の乳価では、成

形粗飼料が 70F/均 で、糧飼料のうち、 1/2を 牙J用すれば、産字L掌が5,q5o中必要となり、

現実的でなくなる。乳価?値上りを伴う必要がててくる。乳価が110Rたて,、 120 FE/K,と

上昇したとすれは その利用量の増加、成形粗飼料の値上りを吸収することがでる_る。_

3)現 行の価格から汗踊 日量を推定すると、極飼料の多ち
1/3～
%の
4!イヽ111P/日 手当″ず

呼雰告暑
らオ■ rイ ,ィ=各 稲ワラ等?安 価調達可能の租縄料との組合せが必要と思われる。
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